
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年 ５ 月 ２７ 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：徳島県住民を対象として大豆イソフラボン摂取量とアレルギー疾患と

の関連を明らかにする横断研究を実施した。イソフラボン摂取量と血液生化学マーカーとの関

連を調べたが、男女とも統計学的に有意な関連性を認めなかった。イソフラボンは大豆製品由

来の栄養成分であるが、イソフラボン摂取量の多い群は野菜や魚介類の摂取量が多く、逆に肉

類や菓子類の摂取量が少なかった。イソフラボン摂取量とアレルギー疾患との関連を解析した

ところイソフラボン摂取量が多い群は少ない群に比べ発症のリスクが低下傾向にあった。 
 
研究成果の概要（英文）：We conducted a cross-sectional study on 1,076 men and 384 women 

(aged 20–63 years), who were living in Tokushima prefecture, Japan. We obtained 

information on life style and self-reported history of allergic diseases using a 

questionnaire. Consumption of vegetable and fish in a group that take high-dose isoflavone 

were higher than that in a group that take low-dose isoflavones. In contrast, consumption 

of meat and snack in a group that take high-dose isoflavonse were lower than that in a 

group that take low-dose isoflavones. Multiple logistic regression models were used to 

analyze the association between dietary patterns and each allergic diseases. Intake of 

isoflavones tended to decrease the risk of allergic diseases. 
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１．研究開始当初の背景 

 大豆食品には植物化学物質（フィトケミカ

ル）と呼ばれる生理学的機能を持つ化合物の

宝庫であり、これらが重要な健康増進効果に

関与しているものと推察されている。サポニ

ン、フィチン酸、プロテアーゼインヒビター、

レシチンなどはそれぞれ抗癌物質であり、植

物ステロール類はコレステロール低下作用

を有し、さらにイソフラボンは多彩な機能を

示す。これら大豆中の機能性化合物の中でも

最も注目されているのはイソフラボンであ

り、循環器疾患、ホルモン依存性の悪性腫瘍

及び骨粗鬆症発症リスクの低減に寄与する

ことが明らかにされている。 

 現在、アレルギーは国民病とされ、実に日

本人の３人に１人は何らかのアレルギー症

状を訴えているとされる。そのアレルギー発

症の原因の一つとして細胞性免疫応答を担

う１型ヘルパーＴ細胞（Th1）応答と体液性

免疫応答を担う２型ヘルパーＴ細胞（Th2）

応答のバランスが崩れ、Th2 応答が有意にな

ると抗原特異的 IgE反応が過剰となりアレル

ギーの発症につながることが示唆されてい

る。これまで、我々は大豆イソフラボンの一

種であるゲニステインが抗原特異的免疫応

答を抑制すること（Nutrition, 22:802-809, 

2006）、アトピー性皮膚炎自然発症モデル動

物を用いた解析より皮膚炎に対し症状改善

効果が認められること（J. Nutr. Sci. Vitaminol., 

54:293-295, 2006）、およびＴ細胞レセプター

トランスジェニックマウスを用いた解析よ

り抗原特異的サイトカイン産生を増強させ

ること（J. Nutr. Sci. Vitaminol., 54:327-332, 

2006）を明らかにしてきた。さらに近年では、

ゲニステイン以外のイソフラボンの機能性

について検証し、エクオールは IL-13 産生を

増強し IgE産生制御に関わることを明らかに

した（J. Nutr. Sci. Vitaminol., 56:72, 2010）。こ

れら一連の知見は大豆イソフラボンには多

彩な免疫制御作用が存在することを示すも

のである。大豆製品は日本の食生活上欠かせ

ない食品であり、その大豆製品中に存在する

イソフラボンの免疫機能に対する影響を明

らかにすることは興味深い事と考えられる。

本研究では、動物実験に加え、ヒト集団にお

ける疫学調査を行い大豆製品摂取とアレル

ギー発症との関連性を明らかにする応用研

究へと展開させる。これまで、癌や骨粗鬆症

と大豆製品との関連を調べた疫学研究は多

数存在するが、アレルギー発症との関連性を

追求する疫学研究は国内外を問わず少数し

か実施されていない。 
 
２．研究の目的 

 これまで申請者は、大豆に含まれるイソ

フラボンに注目し免疫機能に対する影響を、

Ｔ細胞レセプター遺伝子導入動物及びアレ

ルギーモデル動物を用い解析を行ってきた。

その結果、大豆イソフラボンの一種である

ゲニステインには抗アレルギー作用および

サイトカイン産生増強作用を有することが

判明した。本研究では、これまで得られた

大豆イソフラボンの免疫調節作用を臨床応

用を見据えた研究に発展させる。具体的に

は、徳島県住民約 1,500 人を対象とした疫

学調査を行い、大豆イソフラボン摂取量と

アレルギー発症との関連を明らかにする。 
 

３．研究の方法 

対象者 

 徳島県に居住している 20 歳~60 歳代の成

人 1,460 名(男性 1,076 名、女性 384 名)を対

象とした。本研究は、徳島大学倫理委員会の

承認を受け実施された。 

食事調査 

 食事調査用紙は、各調査施設に郵送し、対



象者本人に記入してもらった。検診当日に調

査票を持参してもらい、調査担当者が対象者

立会いの下、回答確認および調査票の回収を

行った。栄養素および食品摂取量は「エクセ

ル栄養君 食事摂取頻度調査 FFQg ver.2.0」

(建帛社)を使用し算出を行った。大豆製品の

摂取量に関しては、大豆製品の写真を対象者

に提示しながら摂取量の調査を行った。 

血液生化学検査 

 対象者から空腹時に採血を行った。測定し

た血液マーカーは以下の通りである；IL-6、

IL-18、CRP、遊離脂肪酸、インスリン、LDL

コレステロール、HDL コレステロール、ト

リグリセリド、AST、ALT、-GTP、総コレ

ステロール、クレアチニン、尿酸、尿素窒素、

グルコース、HbA1c、ヘモグロビン、ナトリ

ウム、リン、アディポネクチン。 

統計処理 

 結果は、男女別とし、メタボリックリンド

ローム有病状況、各種栄養素摂取量などの単

純集計および栄養素摂取量・生活習慣等の各

因子との関連について、SPSS 16.0J for 

windows を用い解析を行った。栄養素・食品

群別摂取量については、男女ともイソフラボ

ン摂取量より群分けした場合、摂取エネルギ

ー量に有意な差が認められたことから、エネ

ルギー補正を行った後、解析に供した。イソ

フラボン摂取量により対象集団を 4群に分類

し、測定・観察項目の平均値の差について一

元配置分散分析を行った。また、アレルギー

疾患とイソフラボン摂取量との関係につい

て検討するため、ロジスティック回帰分析を

行った。なお、有意水準は 5%とした。 

 

４．研究成果 

 対象者の年齢は 20 歳から 60 歳までの

1,460 名であり、男性 1,076 名(73.7％)、女

性 384 名(26.3％)であった。また、平均年齢

は男性 40.3±9.7 歳、女性 38.5±9.9 歳であ

った。メタボリックシンドロームに該当する

者は、男性で 207 名（19.2％）、女性で 12 名

（3.1％）であった。 

 イソフラボンの摂取量により調査対象群

を４群に分け身体学的パラメーター、血液生

化学検査結果、栄養素摂取状況について検討

を行った。男性では、身体状況に関しては、

イソフラボン摂取量の最も多い群は、最も摂

取量の低い群に比べ年齢が統計学的に有意

に高かった。一方、身長、体重、体脂肪量、

BMI、ウエスト、ヒップ、血圧に関しては群

間で有意な差は認めなかった。血液生化学検

査値に関しては、IL-6、IL-18、CRP、遊離

脂肪酸、インスリン、LDL コレステロール、

HDLコレステロール、トリグリセリド、AST、

ALT、-GTP、総コレステロール、クレアチ

ニン、尿酸、尿素窒素、グルコース、HbA1c、

ヘモグロビン、ナトリウム、リン、アディポ

ネクチンについて検討を行ったが、イソフラ

ボン摂取量の最も多い群は最も摂取量の少

ない群に比べ LDL コレステロールが統計学

的に有意に低下していたのを除くと他の検

査項目に関しては差を認めなかった。次にイ

ソフラボン摂取量により食品群別摂取量が

異なるのか検討を行った。イソフラボン製品

摂取量の多い者は少ない者に比べて、野菜類、

魚介類、果物類および調味料の摂取量が有意

に多かった。一方、肉類および菓子類の摂取

量は逆にイソフラボン摂取量が多い者で減

少していた。食行動に関するものとして、欠

食、間食および夜食回数に関して検討を行っ

たところイソフラボン摂取量が多い群で、間

食の回数の低下が認められた。食品群別摂取

量の差違を反映して、栄養素摂取量ではイソ

フラボン摂取量が多い者はビタミン、ミネラ

ルおよび食物繊維の摂取量が多かった。 

 女性においても男性と同様、イソフラボン



摂取量により４群に分類して解析を行った。

身体学的計測値および血液生化学検査の値

を比較したが、尿素窒素においてイソフラボ

ン摂取量の最も高い群が最も摂取量の少な

い群に比べ有意に上昇していた。しかしなが

ら、他の検査項目に関しては差を認めなかっ

た。食品群別摂取量に関して検討を行った結

果、イソフラボン摂取量の多い群は最も少な

い群に比べ緑黄色野菜、淡色野菜、海藻類、

魚介類および調味料の摂取量が多かった。栄

養素摂取量に関しては、イソフラボン摂取量

が多い者は、最も少ない群に比べナトリウム、

カリウム、食物繊維の摂取量が有意に多かっ

た。 

 イソフラボン摂取量とアレルギー疾患と

の関連を解析するためにロジッスティック

回帰分析を行った。アレルギー疾患全般、ア

トピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、喘息の

発症リスクを、イソフラボン摂取量、ダイゼ

イン摂取量、ゲニステイン摂取量、イソフラ

ボンアグリコン換算イソフラボン摂取量と

の関連について検討を行った。ソフラボン摂

取量が最も低い群の発症リスクを１とした

場合、統計学的な有意差は認められないが各

種イソフラボンの摂取量が多い群で減少す

る傾向が認められた。直接イソフラボンとは

関係しないが味噌以外の大豆製品摂取量と

アトピー性皮膚炎発症のリスクを解析する

と、男性において年齢、身体活動、家族歴、

飲酒、喫煙因子を調整したモデルにおいても

発症リスクの統計学的低下が認められた。 
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